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楽しく学
び　つながり　活かす　生涯学習

　武蔵野小学校区内に位置する羽村第三中学校１階には、縄文土器が展示

されています。これらは羽村三中から離れた新奥多摩街道沿いの遺跡から発

掘されたものです。出土文化財の活用のために、普段、遺跡を身近に感じる

ことのできないこの場所に展示しています。

羽村三中の土器展示羽村三中の土器展示
小学校区文化財散歩⑤ （ 武蔵野小学校）小学校区文化財散歩⑤ （ 武蔵野小学校）
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今
回
の
計
画
で
は
、人
生
を
次
の
６
つ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
分
類
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
見
ら
れ
る
特
徴
か
ら
施
策

の
方
向
性
を
導
き
出
し
、そ
の
方
向
の
道

筋
に
あ
る
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、推
進

施
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
乳
幼
児
期（
0
〜
5
歳
）

○
少
年
期（
6
〜
15
歳
）

○
青
年
前
期（
16
〜
22
歳
）

○
青
年
後
期（
23
〜
39
歳
）

○
壮
年
期（
40
〜
64
歳
）

○
高
齢
期（
65
歳
以
上
）

　　

今
回
は
、乳
幼
児
期
と
少
年
期
の
施
策

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

施
策
の
方
向
１　

基
本
的
な
生
活
習
慣

を
確
立
し
、心
身
の
発
達
を
促
す
た
め

の
支
援
を
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
離
乳
食
講
習
会
▽
親
子

体
操
▽
動
物
ふ
れ
あ
い
事
業
▽
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
▽
児
童
館
親
子
参

加
事
業
▽
は
む
ら
保
育
展
▽
幼
稚
園

職
員
や
保
育
に
携
わ
る
職
員
の
研
修

な
ど

施
策
の
方
向
２　

保
護
者
の
育
児
不
安

を
解
消
し
、安
心
し
て
子
育
て
す
る
た

め
の
支
援
を
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
子
育
て
支
援
講
座
▽
仕

事
と
生
活
の
調
和
に
関
す
る
意
識
啓

発
▽
母
親
学
級
・
両
親
学
級
▽
乳
児

家
庭
訪
問
▽
育
児
に
関
す
る
相
談
▽

児
童
館
に
お
け
る
子
育
て
支
援
▽
赤

ち
ゃ
ん
休
憩
室
の
設
置
な
ど

施
策
の
方
向
３　

地
域
・
社
会
で
子
育

て
を
支
援
し
、子
ど
も
の
笑
顔
を
ま
ち

づ
く
り
の
活
力
に
つ
な
げ
ま
す

主
な
事
業　

▽
子
育
て
支
援
者
の
育
成

▽
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
▽
民

生
・
児
童
委
員
の
活
動
▽
保
育
園
・

幼
稚
園
に
お
け
る
地
域
交
流
事
業
▽

就
学
相
談
▽
教
育
相
談
な
ど

施
策
の
方
向
１　

確
か
な
学
力
が
身
に

つ
く
よ
う
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
小
中
一
貫
教
育
実
施
計

画
に
基
づ
く
教
育
活
動
の
充
実
▽
特

色
あ
る
教
育
内
容
の
実
施
▽
２
学
期

制
を
生
か
し
た
教
育
課
程
の
実
施
▽

学
校
図
書
館
巡
回
司
書
の
活
用
▽
小

中
学
生
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
な
ど

施
策
の
方
向
２　

豊
か
な
心
が
育
つ
よ

う
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
人
権
教
育
推
進
委
員
会

の
開
催
▽
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

の
実
施
▽
羽
村
学(

郷
土
学
習)

に
お

け
る
防
災
教
育
の
実
施
▽
毎
月
の
い

じ
め
状
況
調
査
の
実
施
▽
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
教
育
相
談
の

実
施

施
策
の
方
向
３　

健
康
な
身
体
の
成
長

を
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
の

実
施
▽
校
庭
の
一
部
芝
生
化
に
よ
る

運
動
に
親
し
む
子
ど
も
の
育
成
▽
学

校
保
健
会
、学
校
保
健
委
員
会
の
開
催

▽
食
育
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
▽
稲
作
体

験
の
実
施
な
ど

施
策
の
方
向
４　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
教
育
を
推
進
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
特
別
支
援
教
育
推
進
委

員
会
等
の
設
置
▽
特
別
支
援
教
室「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」の
設
置
と

活
用
▽
学
校
適
応
指
導
教
室「
ハ
ー
モ

ニ
ー
ス
ク
ー
ル
は
む
ら
」運
営
な
ど

施
策
の
方
向
５　

地
域
社
会
で
学
ぶ
機

会
を
充
実
し
、学
習
の
成
果
を
活
か
せ

る
よ
う
支
援
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
総
合
防
災
訓
練
へ
の
小

中
学
生
の
参
加
促
進
▽
地
域
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
▽
青
少
年
健
全

育
成
の
日
事
業
▽
市
民
体
育
祭
へ
の

参
加
促
進
▽
児
童
文
学
講
演
会
の
実

施
▽
エ
コ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ「
環
境
フ
ァ

ミ
リ
ー
」の
実
施
▽
体
験
学
習
の
実
施

な
ど

施
策
の
方
向
６　

健
や
か
な
成
長
を
支

え
る
環
境
を
充
実
し
ま
す

主
な
事
業　

▽
地
域
人
材
の
教
育
活
動

へ
の
積
極
的
な
登
用
▽
学
校
評
議
員

制
度
の
充
実
▽
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
▽
青
少
年
問
題
協
議
会
の
実

施
▽
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

設
置
▽
教
育
課
題
研
修
の
充
実
な
ど

　

生
涯
学
習
基
本
計
画
の
特
徴
は
、
市
民
の
人
生
に
お
け
る
継
続

的
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
に
沿
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
必
要
な
学
習
の
機
会

や
学
習
の
場
、 

学
習
の
成
果
を
活
か
す
た
め
の
場
の
提
供
な
ど
、
市

民
の
学
習
活
動
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
総
務
課

羽
村
市
生
涯
学
習
基
本
計
画

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

シ
リ
ー
ズ 

楽
し
く
学
び 

つ
な
が
り 

活
か
す 

①

生
涯
学
習

生
涯
学
習

平
成
24
年
〜
33
年
度

乳
幼
児
期
（
0
〜
5
歳
）

少
年
期
（
6
〜
15
歳
）
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シリーズ
特別支援教育③
シリーズ
特別支援教育③

特別支援教室モデル事業
モデル地区に指定されました

　羽村市は、今年度から3年間、小学校を対象とした「特別支援教室モデル事業」のモデル地区に東京都か
ら指定されました。今年度は「モデル事業検証委員会」を設置し、事業の内容・方法を検討していきます。
　そして、平成25・26年度に巡回指導の先行実施および課題等の検証を行い、東京都に報告することにな
ります。このモデル事業を実施していく中で、羽村市の特別支援教育の一層の充実を図っていきます。

　東京都では、平成28年度以降、すべての小・中学校に「特別支援教室」を設置し、学校・学級における
特別な支援を必要とする子どもたちへの支援体制を整備するとともに、指導内容・方法の充実を図ることを
めざしています。
　具体的には、通級指導学級設置校を拠点校とし、3校で1つのエリアを形成します。拠点校である通級指
導学級の教員は、他の2校の特別支援教室へ巡回して当該校の子どもたちの指導を行います（特別支援教室
イメージ図参照）。 特別支援教室には、現在の通級指導学級を利用している子どもたちの指導内容の全部又
は一部を在籍校で担う機能や、在籍学級におおむね適応しているが一部特別な指導を必要とする子どもへの
個別支援を行う機能などが期待されています。

特別支援教室イメージ図

★３校（Ａ・Ｂ・Ｃ校）で一つのエリアを形成

Ａ校 特別支援学級

　　【通級指導学級】

「特別支援教室モデル事業」説明会

巡回
指導

巡回指導
拠点校

①拠点校（Ａ校）の教員が、特別支援教室（Ｂ校・
　Ｃ校）に、週２回程度の巡回指導を実施
②より専門的・重点的な指導が必要な児童は、Ｂ校
　・Ｃ校からＡ校に通級（従来どおり）

◆校内通室児童･生徒への指導
◆校内委員会の運営
　個別指導計画の作成と活用

　学校の教職員や保護者を対象とした説明会を実施します。興味のある方は当日直接会場まで
お越しください。
　　　　　日　時　7月3日（火）午後3時から　　　　会　場　市役所4階特別会議室

教育相談室

◆通級してくる児童･生徒への指導
◆特別支援教室への巡回指導・相談

　

Ｃ校 特別支援教室

B校 特別支援教室

問合せ

少
年
期
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各
中
学
校
区
で
は
、小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
接
続
を
円
滑
に
し
、
中
学
校

１
年
生
の
不
安
の
解
消
を
図
る
た
め
、

小
学
校
教
員
に
よ
る
中
学
校
授
業
参

観
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

授
業
の
前
後
に
は
、生
徒
た
ち
が
小

学
校
教
員
の
周
囲
に
集
ま
り
、う
れ
し

そ
う
に
話
し
か
け
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
小
学
校
の
先
生
が

会
い
に
き
て
く
れ
た
。」「
中
学
生
に

な
っ
て
も
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
。」
と

実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　

各
中
学
校
区
で
は
、
小
学
校

と
中
学
校
の
教
員
が
生
活
指
導

や
教
科
に
関
す
る
情
報
交
換
を

行
う
な
ど
、
教
員
間
の
交
流
が

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
よ
り
よ
い
指
導
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
う
取
組
み
は
、
小
学
校
と
中

学
校
の
円
滑
な
接
続
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
先
行
実
施
し
た
施
設
隣
接
型
の
羽
村
三
中
校
区
に
加
え
、今
年

４
月
か
ら
施
設
分
離
型
の
羽
村
一
中
校
区
と
羽
村
二
中
校
区
で
も
小
中
一
貫
教
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。各
校
区
の
特
色
を
生
か
し
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、各
校
区
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　

小
中
一
貫
教
育
担
当

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
接
続
を

円
滑
に

小
・
中
学
校
教
員
の
交
流

で

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で

す
べ
て

小
中
一
貫
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
小
中
一
貫
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

少
年
期

羽村市ホームページでは「小中一貫教育の取り組み」を、随時、掲載していますので、ぜひご覧
ください。（アクセス方法　市ホームページ⇒羽村市教育委員会⇒小中一貫教育⇒取組み）

推進委員会（管理職、推進担当者を中心とした会議）

全体会（中学校区の教員が集まる会議）

一中校区

一中校区

ニ中校区

ニ中校区三中校区

べ

の
小
中
学
校
で

べ

の
小
中
学
校
で

小
中
学
校

つ
な
ご
う 

育
て
よ
う 

一
緒
に

つ
な
ご
う 

育
て
よ
う 

一
緒
に
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少
年
期

特色ある教育活動特色ある教育活動 人間学（キャリア教育）・羽村学（郷土学習）は、羽村市独
自の特色ある教育内容です。

　5月25日㈮羽村市動物公園では、富士見小学校の４年生が１年生に対して「動物ガイド」
を行いました。これは、人間学（キャリア教育）のひとつで、動物ガイドを行う上で必要な
情報活用の仕方やコミュニケーションの方法について学ぶことを目標としています。
　４年生は事前に、旗や小道具を製作したり、市のホームページやインターネットを利用し
て動物について調べたり、説明を行う時のシナリオやクイズを考えたりするなどの準備を行
いました。動物の重さを身近なものに例えたり、長さをリボンや画用紙など（同じ長さに

切ったもの）と比べたりするなど、ガイドする相手である１年生にあ
わせた言葉や表現を使って、わかりやすく説明をしていました。

動物ガイド「人間学（キャリア教育）」動物ガイド「人間学（キャリア教育）」

　5月28日㈪小作台小学校の６年生が車椅子体験を行いました。これは「みんなで生きる人
にやさしい町づくり」の単元で、問題の解決や探求活動に主体的、創造的、共同的に取り組
む態度を育て、自己の生き方を考えるとともに、郷土を愛する心を育むことを目標としてい
ます。車椅子に座り、坂道や段差、急カーブなどを体験した子どもたちは、乗り心地やス
ピードの調整の難しさや怖さなど、また介助者は坂道での重さなどを実感したようです。

　「歩いていて、気にならない段
差でも車椅子では大きい段差だか
ら、段差をなくしてあげたい。」
また「車椅子を利用する人が楽に
なる工夫をしたい。」など「人にや
さしいまちづくり」について真剣に
考え意見を出し合っていました。

福祉車椅子体験「羽村学（郷土学習）」福祉車椅子体験「羽村学（郷土学習）」

人間学(キャリア学習)とは、人間関係を豊かにする経験や学習を積み重ね

る中で、自己肯定感をもてるようにすること、社会的に自立を図る上で必

要な能力や自らの生き方について考えることができるようにすることを目

標に、９年間を見通した市内共通のカリキュラムをもとに学習します。

羽村学(郷土学習)とは、羽村の郷土を愛し、羽村のよさに気付き、これ

からの羽村に生きる人々の生活、文化や環境などを守っていくことので

きる態度と、それらを生かした実践力を育てることを目標に、９年間を

通した市内共通のカリキュラムを基に取り組んでいます。

※各校の実態に応じて、学年の入替えやカリキュラムの内容が異なる場合もあります。
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少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、
夏
休
み
期
間
に
青

少
年
の
学
習
の
場
所
と
し
て
創
作
室
を

開
放
し
ま
す
。

期 

間　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
25
日
㈯

時 

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
は
閉
室
し
ま
す
。）

　

一
般
利
用
に
よ
り
開
放
で
き
な
い
日

も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

▼
本
・
雑
誌
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
１
人

　

上
限
30
冊
ま
で

　

本
・
雑
誌
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
「
１
日

10
冊
ま
で
」
か
ら
「
１
人
上
限
30
冊
ま

で
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
変
更
は
、
利
用
者
間
の
公
平

化
を
図
る
と
と
も
に
、
資
料
を
迅
速
に

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年

４
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
夏
休
み
期
間
中
の
開
館
時
間

期　

間　

８
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

本
館…

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時

小
作
台
図
書
室…

平
日
・
土
曜
日 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
日
曜

日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
と
８
月
15

日
㈬
の
館
内
整
理
日
で
す
。

問
合
せ　

図
書
館

　

第
68
回
国
民
体
育
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ

祭
東
京
２
０
１
３
東
京
多
摩
国
体
）

は
、
東
京
都
で
54
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

る
、
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
。

　

羽
村
市
で
は
、
国
民
体
育
大
会
の
花

形
競
技
の
ひ
と
つ
「
成
年
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
が
、
日
本

一
を
め
ざ
し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
８
月
26
日
㈰

　

来
年
の
本
大
会
に
先
駆
け
、
今
年
度

は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
第
67
回

国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
成
年
女
子
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

程 
８
月
26
日
㈰
試
合
開
始
時
間

午
前
10
時※
代
表
３
チ
ー
ム
を
決
定

す
る
３
試
合

会　

場　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

入　

場　

無
料

問
合
せ　

国
体
推
進
室

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
ス
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
の
改
修
工
事
を
行

う
た
め
次
の
期
間
、臨
時
休
館
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

期　

間 

９
月
１
日
㈯
〜
平
成
25
年
４

月
１
日
㈪

※

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
平
成
25

年
１
月
か
ら
３
月
の
間
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※

は
む
ら
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
は
む
す
ぽ
」
事
務
所
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
羽
村
市
体
育
協
会
事
務
局
は
、
期

間
中
も
通
常
ど
お
り
開
設
し
ま
す
。

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

期　

間　

10
月
１
日
㈪
〜
平
成
25
年
１

月
３
日
㈭

※

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
会
議
室

は
、
期
間
中
も
通
常
ど
お
り
利
用
で

き
ま
す
。

※

両
施
設
と
も
に
、
窓
口
は
火
曜
日
か

ら
日
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
受
付
け
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
／
ス
イ

ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

〜

『
走
れ
ば 

み
ん
な
と
つ
な
が
れ
る
』

ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
無
料
開
放

図
書
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

第
68
回
国
民
体
育
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ス
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
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羽
村
市
文
化
協
会

羽村市体育協会特定非営利活動法人 Ｔｅｌ ５５５-１６９８

T
E
L 

０
８
０-

２
５
５
８-

１
０
１
０

　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、市のス
ポーツや文化を推進していくための団体です。

再生紙を使用しています

生涯学習センターゆとろぎ Tel 570-0707 国体推進室 Tel 578-8788 小作台小学校 Tel 554-1431
図書館 Tel 554-2280 羽村西小学校 Tel 554-2034 武蔵野小学校 Tel 555-6904
郷土博物館 Tel 558-2561 富士見小学校 Tel 554-6449 羽村第一中学校 Tel 554-2012
スポーツセンター Tel 555-0033 栄小学校 Tel 554-2024 羽村第二中学校 Tel 554-2041
スイミングセンター Tel 579-3210 松林小学校 Tel 554-7800 羽村第三中学校 Tel 555-5131
弓道場 Tel 555-9255

I N FORMAT ION

　5月19日㈯生涯学習センターゆとろぎで平成24年度通常総会を開催しました。
　平成23年度事業報告、決算報告、平成24年度事業計画、予算が承認され、新役員が決
まりました。

会　　　長 田村　義明
副　会　長 本田　文栄、天野　春夫
専 務 理 事  岸浪　一正
常 務 理 事  宮林　眞人
総 務 部 長  宮下ミネ子
事 業 部 長  田村志津子
指導広報部長 中溝　正治
 ※任期は、2年間です　

　

５
月
26
日
㈯
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

小
ホ
ー
ル
で
文
化
協
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
事
業
報
告
、
一
般
会
計
報
告
お

よ
び
監
査
報
告
、
特
別
会
計
報
告
、
平
成
24
年
度

の
事
業
計
画
、
会
計
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
審
議
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、 

第
五
次
羽
村
市
長
期
総
合
計
画
の

初
年
度
と
な
り
、 

生
涯
学
習
基
本
計
画
が
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
と
し
て
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

更
に
循
環
型
生
涯
学
習
を
推
進
し
、
芸
術
・
文
化

の
向
上
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

文
化
祭
は
実
行
委
員
会
形
式
で

　

今
年
度
の
文
化
祭
は
、 

新
た
な
組
織
体
制
と
し

て
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
は
、
企
画
運
営
を
全
面
的
に
推
進
す

る
重
責
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
羽
村
市
お
よ
び
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、
会
員
一
同
協
力
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

事業推進目標
１　加盟団体の組織の育成・強化
２　未組織スポーツ団体の育成
３　市民皆スポーツの推進
４　スポーツによる青少年健全育成
５　スポーツ指導員体制の充実
６　賛助会員の充実と財源の確保

新 役 員

平成24年度通常総会を開催しました
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